
… すず風舗装の路面温度低減効果について … 

ヒートアイランド現象抑制を図るため、道路局では、平成１５年度より「すず風舗

装整備事業」として路面温度の上昇を抑制する舗装を実施しています。 

そこで、平成２３年度に日吉駅前商店街（通称：普通部通り）において施工した、

すず風舗装（保水性舗装）の温度低減効果を確認するために、平成２４年８月７日（火）

に通常舗装との温度差を確認しました。 

 

１．測定結果 

区名 場 所 路面温度最大低減量（℃） 舗装種別 

港北区 普通部通り（駅付近） 8．5 保水性舗装 

港北区 普通部通り（コンビニ前） 6．2 保水性舗装 

※ 測定方法 

 接触型温度計により路面温度の測定を行いました。 

 路面温度測定では、事前に散水を実施しています。 

 路面温度の測定は、日中の最高気温が概ね３０℃以上となる日を選定し（平成２

４年８月７日）、すず風舗装と隣接する通常舗装の温度を測定し比較しました。 

 路面温度最大低減量は、通常舗装とすず風舗装の路面温度の差の最大値とし

ました。 

 測定状況 

使用機器（接触型温度計）              測定場所（普通部通り<コンビニ前>） 

                                 

２．すず風舗装の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遮熱性舗装 

太陽放射の赤外線を多く反射し、舗装が

吸収する熱量を少なくすることにより、

舗装の温度上昇を抑制する舗装です。 

保水性舗装 

舗装内部に蓄えた水分が蒸発する時

の気化熱により舗装内部の温度上昇

を抑制する舗装です。 
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３． すず風舗装９ヵ年の施行実績 

 平成１５年度から平成２３年度の９ヶ年において約 160,000 ㎡を実施しました。 

【すず風舗装実施箇所平成１５年度～平成２３年度】 

 

 

 


